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長崎市における
Qubenaの導入背景



人口

児童生徒数

学校数

著名人

長崎市の紹介

長崎県長崎市
「キュビナ活用推進について」

388,490人（R6.10.1現在）

  25,586人（R6.6.10現在）

  小：17,429人　中：8,157人

104校

小：67校　中：37校

福山雅治

眼鏡橋
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軍艦島（端島）

令和3年度

　・7者のクラウド型ドリルを検証導入（学校による選択）

令和4年度

   ・市内小中学校で他者（１者）のクラウド型ドリルを推奨

令和5年度

  ・市内全ての小中学校で「キュビナ」を検証導入

令和6年度

  ・市内全ての小中学校で「キュビナ」を本格導入

導入の経緯
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キュビナ導入

の決め手

①AIを活用した個別最適な学習の実現

　・AIによる精緻な分析　・多様な誤答原因への対応

②ワークブック作成の容易さ

　・日常使いのワークブック　・自治体ワークブック

③MEXCBTとの連携

　・教職員の負担感軽減

新世界三大夜景

8 



学校における活用事例



教育データ利活用推進校 
 

長崎市立山里小学校
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学校での活用状況

・各教科の授業 

・毎日の宿題や長期休業中の宿題 

・「キュビナタイム」 

・中学校・近隣校との連携　　　　　　など 



長崎市立山里中学校
数学科での取組
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自由進度学習の中で

授業の流れ　例

課題の共有
教科書、ワーク、YouTube、キュ

ビナ

確認
キュビナ

本時の内容の確認

1人、グループ、先生と
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自由進度学習の中で

授業の流れ　例

課題の共有
教科書、ワーク、YouTube、キュ

ビナ

確認
キュビナ

本時の内容の確認

1人、グループ、先生と
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自由進度学習の中で

授業の流れ　例

課題の共有
教科書、ワーク、YouTube、キュ

ビナ

確認
キュビナ

本時の内容の確認

1人、グループ、先生と
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評価の材料として
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評価の材料として

取組状況を評価に反映させる
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授業での取組「AIドリル」(数学科)
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授業での取組「AIドリル」(数学科)
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授業での取組「AIドリル」(数学科)
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授業での取組「AIドリル」(数学科)

AIドリルの取組状況を評価に反映させる

生徒が自ら学力向上を図る

自己調整力を働かせな
がら粘り強く取組む
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トークセッション
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Q.
長崎市ではどのようにキュビナの活用推進を
進められていますか？



キュビナ活用構築の取組

①教育データ利活用推進校 2年間指定

　・小２校、中１校（令和 7年1月17日本発表）

②活用レポートを学校へ送信

　・月間平均回答数 200問未満の学校　・希望する学校

③10月キュビナ活用強化月間

　・月間平均回答数を各校で設定（ R5：200問以上、R6：350問以上）

④研修会の実施

　・キュビナ初心者研修（ 4月）　・キュビナ支援研修（随時）

⑤自治体ワークブックの配信

　・学校教育課との連携（ 4,10,3月：学力テスト検証問題）
26 



グラバー園

キュビナ導入に

至る苦労

①令和5年 全校導入に向けて

　・校長会で説明

　・校長先生より各学校で職員に説明

　・オンラインによるキュビナ研修

②キュビナと学力向上の相関

　・情報提供（チラシの配布や効果検証の実施等）

　・教育データ利活用推進校 27 



活用推進の取組

・ICT支援員・職員による研修 

・授業実践と公開 

・活用の意図の明確化　　　　　　　　など 



活用推進の取組

日付 授業 学年 教科 単元 本時 目標 観点

 6/30  提案 ６年 算数 比  3/ 8 
等しい比のつくり方と比の性質に
ついて理解する。 

知・技

 9/ 4  部会 ５年 算数 図形の角  1/ 5 
計算で三角形の角の大きさを求め
ることができる。  知・技

10/ 4  部会 ２年 算数 さんかくやしかくの形  3/10 
三角形、四角形について図形を弁別
する。 思・判・表

10/12  全体 ３年 国語 修飾語を使って書こう  1/ 2 
修飾と被修飾との関係を捉え、修
飾語の役割を理解する。 知・技

10/16  全体 ４年 算数 がい数の使い方と表し方  4/ 8 
「上から○桁の概数にする」四捨
五入の仕方を理解し、表す。 知・技

11/29  部会 ６年 算数 比例と反比例 15/15 
単元における学習内容の定着を確
認する。  知・技

11/30  部会 １年 算数 ひきざん  5/10 
11～18から１位数を引く繰り下が
りのある減法計算の方法を知る。 知・技



活用推進の取組

指導案　指導上の留意点



他の先生方の巻き込み

キュビナに限らず、ICTを導入することに、違和感を持たれる先生もいらっしゃいます。紙

ベースの方が教育的効果が高いのではないかと考えるからです。そういう場面もあれ

ば、そうじゃない場面もあります。まずは、キュビナのことを知ってもらうために使い方の

研修を何度も行っています。使い方に困っている先生方には、時間をとって一緒に考え

ます。こういう地味な取組が、少しずつですが理解に繋がっていくと思います。まだその

途中です。
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子供たちや保護者へのサポート

子どもたちには、まずは使ってもらうことを目標に、最初は活用のしかたを指導しまし

た。校内の強化月間を作って頑張った生徒を表彰しました。
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生徒会との連携（Qubena使用を学習部の具体策へ入れる）

10月の目標　平均４００問

33 

https://docs.google.com/spreadsheets/d/1PWuxlSfYK2bYVicmCnSqsedZS-PCNag4/edit?usp=sharing&ouid=101288378021429345188&rtpof=true&sd=true


生徒会との連携（Qubena使用を学習部の具体策へ入れる）

3年生　　1位の生徒　　　総数 15337問　　1日平均　494問
34 

https://docs.google.com/spreadsheets/d/1PWuxlSfYK2bYVicmCnSqsedZS-PCNag4/edit?usp=sharing&ouid=101288378021429345188&rtpof=true&sd=true


生徒会との連携（Qubena使用を学習部の具体策へ入れる）
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https://docs.google.com/spreadsheets/d/1PWuxlSfYK2bYVicmCnSqsedZS-PCNag4/edit?usp=sharing&ouid=101288378021429345188&rtpof=true&sd=true


生徒会との連携（Qubena使用を学習部の具体策へ入れる）
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https://docs.google.com/spreadsheets/d/1PWuxlSfYK2bYVicmCnSqsedZS-PCNag4/edit?usp=sharing&ouid=101288378021429345188&rtpof=true&sd=true


生徒会との連携（Qubena使用を学習部の具体策へ入れる）
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https://docs.google.com/spreadsheets/d/1PWuxlSfYK2bYVicmCnSqsedZS-PCNag4/edit?usp=sharing&ouid=101288378021429345188&rtpof=true&sd=true
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Q.
キュビナを導入されてからどのような変化を
感じられていますか？
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効果検証の概要

事後テスト
2024/9/9

事前テスト
2024/7/8 学力の変化

約60日間キュビナを使った学習を実施

校種 学年 対象人数 事前テスト 事後テスト 科目 学力指標

小学 2~6年 456名
検証用

ワークブック

検証用
ワークブック
（同一範囲別問題）

国語
算数

正答率

中学 2年 158名
検証用

ワークブック
（同一問題）

数学
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事前テスト⇒事後テストの正答率分布

中学校数学 小学校算数 小学校国語

全学年にて低学力層の底上げが見られた。また、中学校数学、および小学校国語において、
高学力層の増加が見られた。

事
前
テ
ス
ト

事
後
テ
ス
ト

縦軸：人数

横軸：正答率
(10pt刻み)
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キュビナの活用率と得点の関係性

中学校数学 小学校算数 小学校国語

キュビナ取り組み問題数と事後テストの正答率をプロットし、散布図を作成したところ、
全学年において取り組み問題数が多い生徒の方が（概ね）高得点を取る傾向が見られた。

縦
軸
：
事
後
テ
ス
ト
正
答
率

横軸：キュビナ取り組み問題数（問）

黄色：事前テストの点数が中央値以上
青色：事前テストの点数が中央値以下



子どもたちの変化



評
価
A
の
％

期末テストの知識領域の点数（74点満点） 43 



相関係数　0.484
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使用するうえで・・・
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使用するうえで・・・
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主観的な目標や評価 客観的な評価

自己調整力を高
めたい



子供たちの学習に対する反応や変化

活用を進めると、キュビナでの学習が好きな生徒と紙ベースでの学習が好きな生徒が

います。大切なことは、教師が何をさせたいかだと思います。ただ、学習に意欲的な生

徒は、どんどん先に進んでいます。
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先生たちの働き方

上手く活用すれば、採点の時間や生徒の能力分析の時間を、教師の時間を生徒と関わ

る時間にできると思います。
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キュビナで複数の課題の配布

50 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Q.
これまでの取り組みを踏まえて、どのように今後の
Qubena活用、また教育施策に活かしていこうと
考えていますか？



○　MEXCBTの理解と活用。 
 
○　検証方法の明確化。 
 
○　共通理解と共通実践。 
 
○　算数科以外の教科における活用。 

今後の課題



今後

①生徒がキュビナで解いたデータは膨大です。その膨大なデータを、上手に生徒の学

力向上に使えないか考えています。

②効果的な使い方の模索
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今後の展望

①「使う」から「効果的な活用」へ

　・キュビナの教育データを利活用し学力向上

　・量も質も

②MEXCBTの活用

　・MEXCBTで習得度を測り、キュビナで不足を補う

③活用状況の平準化（学校・教員）

　・研修の充実

　・情報提供 56 


